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考えられる差異は？

サーバー移行支援ソリューション

別OSサーバへの移行

移行に伴う影響を想定できない！！

Linuxにしたい！

IAサーバに集約したい！
(IA化が必要)

【新システム案】

OS(API、コマンド)

文字コード
エンディアン

新システムに移行する業務プログラムを調査するソリューションを提供

API：Application Programming Interface
IA：Intel Architecture

課題：プログラム移行の見積りが難しい！

解決：業務プログラムへの影響を調査し、修正箇所/規模を報告

サーバー移行支援ソリューション
業務プログラムを調査し、移行時に確認や修正が必要な箇所や規模を報告

新システム現行システム
業務プログラムを移行業務プログラム

シェルCOBOLC
業務プログラム

シェルCOBOLC

HP-UX 11i v3
JP1、…

HP-UXサーバ
Linux

JP1 V12、…

Linuxサーバ

移行時の課題
修正箇所 修正規模

修正方法
を見積りできない…

現行システム
業務プログラム

HP-UXサーバ,
AIXサーバ等 Linuxサーバ

業務プログラム

既存の業務プログラム
の活用が重要！

影響大

・経験や勘だけでは見積根拠としては不十分
・過去事例をどのくらい活用できるか不安
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文字コード、エンディアンなどの影響調査

移行分析

サーバー移行支援ソリューションが提供するプログラム移行診断テクニカルサービスでは、業務プログラムの移行によ
る影響を調査して、定量的に報告します。

COBOLプログラム診断サービス

シェルスクリプト診断サービス

資産棚卸

移行診断
サービス
報告書

改修内容、
規模を判断

サーバー移行支援ソリューション

移行設計 移行 テスト

移行設計

資
産
の
棚
卸
し

Cプログラム診断サービス

…

製品に関する詳細・お問い合わせは下記へ

本センターでの受け付けは、日本国内からのお問い合わせに限らせていただきます。
なお、正確にご回答するために、通話内容を記録（録音など）させていただくことがあります。

■製品情報サイト
https://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/soft1/server_migrate/index.html

■電話でのお問い合わせはHCAセンター（Hitachi カスタマ・アンサ・センター）へ

（フリーダイヤル）0120-55-0504
受付時間：9:00～12:00,13:00～17:00（土・日・祝日・当社休日を除く）

業務プログラムを調査し、移行時に確認や修正が必要な箇所や規模を報告

プログラム移行診断テクニカルサービスのサービスメニュー

・ IBM、AIXは、世界の多くの国で登録されたInternational Business Machines Corporationの商標です。
・ Intelは、アメリカ合衆国および / またはその他の国における Intel Corporation またはその子会社の商標です。
・ OracleおよびJavaは、オラクルおよびその関連会社の登録商標です。その他の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。
・ Microsoft、Windows、およびWindows Serverは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
・ Red Hat, and Red Hat Enterprise Linux are registered trademarks of Red Hat, Inc. in the United States and other countries. Linux® is the registered trademark of Linus Torvalds in the U.S. and other countries. 

・ UNIXは、The Open Groupの米国ならびに他の国における登録商標です。
・ その他記載の会社名、製品名などは、それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 ・画面表示をはじめ、製品仕様は、改良のため変更することがあります。
・ 本製品を輸出される場合には、外国為替および外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご確認の上、必要な手続きをお取りください。

なお、ご不明な場合は、担当営業にお問い合わせください。

サービス名 概要

Cプログラム診断サービス CプログラムをLinuxに移行するときのAPI関数のOS間の差異、機能の有無などの移行性を調査します。

COBOLプログラム診断サービス COBOLプログラムをLinuxに移行するときの差異などの移行性や、エンディアンの影響やCALL文の引数など
移行時に顕在化する問題点を調査します。

シェルスクリプト診断サービス シェルスクリプトをLinuxに移行するときのコマンドやオプションの差異、機能の有無などを調査します。

サービス名 概要

COBOLプログラム構文書き換えサービス メインフレームや他社の独自仕様の構文から日立COBOL2002の構文に書き換えます。※2

Cシェル構文書き換えサービス CシェルからJP1/Advanced Shell(Kornシェル)の構文に書き換えます。

サービス名 概要

Cプログラム診断サービス CプログラムをWindowsに移行するときのAPI関数のOS間の差異、機能の有無などの移行性を調査します。
WindowsにないAPI関数については、代替機能の有無や変更方法を調査します。

COBOLプログラム診断サービス COBOLプログラムをWindowsに移行するときの差異などの移行性や、エンディアンの影響やCALL文の引数
など移行時に顕在化する問題点の調査をします。

シェルスクリプト診断サービス シェルスクリプトをWindowsに移行するときのコマンドやオプションの差異、機能の有無などを調査します
(JP1/Advanced Shellへの移行が前提)。Windowsにないコマンドについては、代替機能の有無や変更方法を
調査します。

Cプログラム
チェックに該当した件数、修正要否の重要度、
該当箇所などを報告

シェルスクリプト
コマンド名、コマンド名の数、コマンドごと
の使用件数、修正要否の重要度などを報告

COBOLプログラム
チェックに該当した件数、修正要否の重要度、
該当箇所などを報告

■ Linux移行向け診断サービスメニュー
HP-UX、AIX、SolarisなどのUNIX系OSからLinux(Red Hat Enterprise Linux)への移行

■構文書き換えサービスメニュー※1

■Windows移行向け診断サービスメニュー
HP-UX、AIX、SolarisなどのUNIX系OSからWindows(Microsoft Windows Server)への移行

※1 構文書き換えサービスは構文の書き換えが対象です。サービス実施後に、診断サービスの報告内容を基に、お客さまによる業務プログラム、シェルスクリプ
トの調査・修正の作業が必要となります。

※2 メインフレームや他社の独自の拡張仕様は書き換えサービスの対象外です。
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